
3 本糸カバーステッチ（幅広）
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3
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3
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1

10

9

3 本糸カバーステッチ（幅広）の準備

・ルーパーの糸かけ（紫印）

・右針を使います（青印）

・左針を使います（黄印）

  注意
糸をかけるときは、電源スイッチを切っ
てください。
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3 本糸カバーステッチ（幅狭）

2

3

3

4

5

6
7

8

4

5 6

10

9

11

12

13

14

12
13

1

2
3

1

3
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4
5

6

7

8

9

10

5

4

3
2

1

10

9

3 本糸カバーステッチ（幅狭）の準備

・ルーパーの糸かけ （紫印）

・左針を使います（黄印）

・中針を使います（緑印）

  注意
糸をかけるときは、電源スイッチを切っ
てください。
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チェーンステッチ

2

3

3

4

5

6
7

8

4

5 6

10

9

11
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13

14

12
13

1

2
3

1

3
2

4

5

6

7

8

9

10

10

9

チェーンステッチの準備

・ルーパーの糸かけ（紫印）

・左針を使います（黄印）

  注意
糸をかけるときは、電源スイッチを切っ
てください。

19



ぬってみましょう

試し縫いをする

糸かけが終わったら、二枚合わせの布地を使い、縫い目や糸調子が正し

いかどうかを調べます。

カバーステッチの試し縫い

  1.	電源を入れます。

  2.	糸調子を「3 ～ 5」にします。

  3.	縫い目の長さを「3」にします。

  4.	差動送り比を「Ｎ」にします。

  5.	押えを上げて、押えと針の下に布地をセットします。（A）

  6.	押えを下げます。

  7.	最初の 1 針は、はずみ車を手前へ回します。

  8.	縫います。

  9.	縫い終わりの位置で、はずみ車を手前へ回し、針が一番低い位置に

来るようにします。（B）

	 その後、はずみ車を後ろ側へ回し、針を最も高い位置に上げます。

	 この時に初めて、針糸がルーパーから外れて布が取り出せるように

なります。

10.	押えを上げます。

11.	縫い目がほつれないように押えながら布を左側から引き出します。

12.	糸切り刃で糸を切ります。（C）

チェーンステッチの試し縫い

  1.	電源を入れます。

  2.	糸調子を「3 ～ 5」にします。

  3.	縫い目の長さを「2.5」にします。

  4.	差動送り比を「Ｎ」にします。

  5.	押えを上げて、押えと針の下に布地をセットします。（A）

  6.	押えを下げます。

  7.	最初の 1 針は、はずみ車を手前へ回します。

  8.	縫います。

  9.	縫い終わりの位置で、はずみ車を手前へ回し、針が一番低い位置に

来るようにします。（D）

	 その後、はずみ車を後ろ側へ回し、針を最も高い位置に上げます。

	 この時に初めて、針糸がルーパーから外れて布が取り出せるように

なります。

10.	押えを上げます。

11.	縫い目がほつれないように押えながら布を左側から引き出します。

12.	糸切り刃で糸を切ります。（C）

A

B

C

D
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カバーステッチ

右針糸が布の裏側で浮いている場合：

右針糸調子（青印 , C）を強くします。

中針糸布の裏側で浮いている場合：

中針糸調子（緑印 , B）を強くします。

左針糸布の裏側で浮いている場合：

左針糸調子（黄印 , A）を強くします。

ルーパー糸が布の裏側で緩んでいる場合：

ルーパー糸調子（紫印 , D）を強くします。（糸調子ダイヤルは布台の中）

チェーンステッチ

針糸が布の裏側で浮いている場合：

左針糸調子（黄印 , F）を強くします。

ルーパー糸が布の裏側で緩んでいる場合：

ルーパー糸調子（紫印 , E）を強くします。（糸調子ダイヤルは布台の中）

A  B  C D

E

F

糸調子の目安

糸調子は、様々なタイプの糸に合わせて調節することができます。

標準的な針糸調子：3-5

針糸調子を強くするには：6-9

針糸調子を弱くするには：2-1

標準的なルーパー糸調子：M

ルーパー糸調子を強くするには：H

ルーパー糸調子を弱くするには：L（縫い目が A のようになった場合）

ルーパー糸調子ダイヤルは布台の中にあります。

A

糸調子の調節
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L
M
H

縫い目の長さの調節

縫い目の長さは「1 ～ 4」の範囲で調節できます。

縫製しながら調節することができます。

基本的な縫い目の長さ：

・	カバーステッチ：3

・	チェーンステッチ：2.5

押え圧の調節

押え圧は最も縫製用途に適した設定に調節されています。

調節する場合は、押え圧調節つまみを回します。

基本的な押え圧：M

押え圧を強くする：H

（デニム、ツィード、堅いリンネルなど厚手の布地）

押え圧を弱くする：L

（ジョーゼット、ローン、トリコットなど薄手の布地）

M

H

L

M
H

H

ミシンの調節と設定
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差動送り

前歯（A）と後歯（B）2 つの送り歯があります。

2 つの送り歯は独立して移動し、それぞれ移動する距離を調節する

ことができます。

縫い縮みや、縫い伸びしやすい布地は、差動調節つまみを使うと平

らに美しく仕上ります。

縫い伸びしやすい布地（ニット地など）

前歯の移動距離を、後歯の移動距離よりも大きくします。（C）

縫い縮みしやすい布地（ナイロンなど）

後歯の移動距離を、前歯の移動距離よりも大きくします。（D）

AB

2

1.5

N(1)

0.7

C

D
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差動送りの調節

差動送りは、差動送り調節つまみを回して調節することができます。

必ず試し縫いを行ってください。差動送りは縫製しながら調節することができます。

縫い伸びしやすい布地 縫い縮みしやすい布地

差動つまみ目盛 2 1.5 N 0.7

カバーステッチ ・厚地ニット地

・厚地ジャージー

・スウェット

・その他伸びる布地

・中地ニット地

・ニットサテン

・メリヤス

・綿ジャージー

・ツーウェートリコット

など

・織布 ・ジョーゼット

・リネン

・ローン

写真 A 写真 B 写真 C 写真 D

チェーンステッチ ・厚地ニット地

・厚地ジャージー

・スウェット

・その他伸びる布地

・中地ニット地

・ニットサテン

・メリヤス

・綿ジャージー

・ツーウェートリコット

など

・織布 ・ジョーゼット

・リネン

・ローン

写真 E 写真 F 写真 G 写真 H

A B C D

E F G H
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ステッチ一覧表

縫い目 糸調子 基本設定

4 本糸カバーステッチ 右針糸（青印）：3 ～ 5

中針糸（緑印）：3 ～ 5

左針糸（黄印）：3 ～ 5

ルーパー糸（紫印）：M

縫い目の長さ：3

差動送り比：N

3 本糸カバーステッチ（幅広） 右針糸（青印）：3 ～ 5

左針糸（黄印）：3 ～ 5

ルーパー糸（紫印）：M

縫い目の長さ：3

差動送り比：N

伸縮性の薄地でＡのようになった場合、次のことを

おすすめします。

1. 押え圧調節つまみを「L」にする。

2. ルーパー糸調子ダイヤルを「L」にする。

3. 差動送り比を「N ～ 0.7」にする。

4. ルーパーの糸案内に糸を通さない。

3 本糸カバーステッチ（幅狭） 中針糸（緑印）：3 ～ 5

左針糸（黄印）：3 ～ 5

ルーパー糸（紫印）：M

縫い目の長さ：3

差動送り比：N

2 本糸チェーンステッチ 左針糸（黄印）：3 ～ 5

ルーパー糸（紫印）：M

縫い目の長さ：2.5

差動送り比：N

A
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カバーステッチ縫い終りの糸の始末

縫い終りの糸の始末

1.	図中（1）の輪になっているルーパー糸を左側に引っ張り

ます。

2.	ルーパー糸を上側に抜き、針糸（右・中・左共に）を引っ

張り出します。

3.	結びます。

＊	縫い始めについては、自動的に次の縫い目でしっかりと締

められます。

縫い目をほどきたい場合

1.	この縫い目は、縫い終わり側のルーパー糸（3）を引っ張

ることによってほどけます。

2.	この後、表側から針糸を引っ張れば、針糸は抜けます。

補助ベッドのガイド線について

補助ベッドのガイド線は、布端からの一定の寸法で縫う時に使

います。

1 2

3
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カバーステッチ使用例（1）

すそ上げ

この縫い方では、すそ上げが出来ると同時に、裏側の布端も縫い目で

押え込まれます。

縫い目の長さ：3 ～ 4 mm

①	すそ上げしたい幅を折り込みます。

②	布地を押えの下に置き、補助ベッドあるいは針板のラインにそって、

布をガイドしながら送ります。

レース付け

ゴムやレースを縫う時、それらを布地の上に置き、縫い代の上を縫う

と裏側の布端も縫い目で押え込まれます。

縫い目の長さ：3 ～ 4 mm

①	上の布地の端を折り込みます。

②	上と下の布端を重ねます。

③	押えのガイドに従って、布地の端をガイドします。

27



カバーステッチ使用例（2）

ゴムテープ付け

カバーステッチは、弾力性と耐久性があり、引っ張っても元に戻りま

すので、水着、トレーニングウエア、子供服、スカート、ズボンの腰

バンドに向いています。

縫い目の長さ：3 ～ 4 mm

①	ゴムの幅に、布を下側に回り込ませます。

②	表側からカバーステッチで縫います。

③	押えの右端に沿って折り目をガイドします。（ゴムも布と同時に縫

い込みます）

バリエーション：

ゴムの幅より大きく布を下側に折り込み、ゴムをその内側に入れ込ん

でしまいます。ゴムを縫い込まずに、布端をカバーステッチで縫うこ

とができます。

三ツ巻縫い

縫い目の長さ：3 ～ 4 mm

①	必要な幅に、バイヤステープや布地を切っておきます。

②	必要な幅にマークを付け、折り込みます。

③	折り込んだテープを布端に沿ってガイドします。（はさみ込みます）

④	はさみこんだテープの左端を、押えの左側のガイドにそわせて縫い

ます。

⑤	この時、裏側の布端は、縫い目で押え込まれます。
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カバーステッチ使用例（3）

リブ付け・伏せ縫い

縫い目の長さ：3 ～ 4 mm

リブ付けの場合

①	布を折り込みます。

②	折り込んだ布端とリブを合わせます。

③	押えの右側ガイドに沿って布端を縫います。

伏せ縫いの場合

①	リブと布をオーバーロックで縫い合わせます。

②	その縫い目の部分を開きます。

③	押えの右側ガイドに沿って縫います。

④	この時、オーバーロックの縫い目は、カバーステッチの縫い目で押

え込まれます。

飾り縫い

縫い目の長さ：3 ～ 4 mm

①	布の裏側から縫って、表側が使えるように縫います。

②	ルーパー糸に飾り糸を使うと効果が大きくなります。

29



チェーンステッチ縫い終りの糸の始末

縫い終りの糸の始末

1.	図中（1）の輪になっているルーパー糸を左側に引っ張り

出します。

2.	針糸を引っ張り出します。

3.	ルーパー糸と針糸を結びます。

＊	縫い始めについては、自動的に次の縫い目でしっかりと締

められます。

縫い目をほどきたい場合

1.	この縫い目は、縫い終わり側のルーパー糸（3）を引っ張

ることによってほどけます。

2.	この後、表側から針糸を引っ張れば、針糸は抜けます。

補助ベッドのガイド線について

補助ベッドのガイド線は、布端からの一定の寸法で縫う時に使

います。

1 2

3

チェーンス
テッチ押え

（別売品）
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チェーンステッチ使用例

チェーンステッチによるギャザリング

一枚の布をチェーンステッチと差動調節によって縫うことができま

す。

縫い目の長さ：4 mm

差動送り比：2

チェーンステッチによるバイアステープ付け

縫い目の長さ：3 ～ 4 mm

バイアステープで布端を包み込み、縫います。

チェーンステッチ押え
（別売品）

ミシンのお手入れ

掃除

ミシンをご使用になりますと、綿ぼこりがたまりますので

定期的にとり除きます。

  注意
掃除のときは電源スイッチを切り、室内コ
ンセントから電源プラグを抜き電源を切っ
てください。
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故障かな・・・というときは

現 象 原 因 ( 理由 ) 処 置 方 法 ページ

布地を送らない場合 ・	押えの圧力が弱すぎる。 ・	押え圧調節つまみを右へ回し、押え圧

力を強くします。

22

糸が切れる場合 ・	糸調子が強すぎるとき。

・	糸かけが間違っているとき。

・	針の取り付け方が悪いとき。

・	正しい針が使われていないとき。

・	糸調子を弱くします。

・	正しくかけ直します。

・	針の平らな面を後側にして、一番奥ま

で挿入します。

・	家庭用針（130/705H）を使います。

21

13-19

11

11

針が折れる場合 ・	針が曲がっていたり、針先がつぶれ

ているとき。

・	針の取り付け方が悪いとき。

・	縫っている最中に無理に引っ張った

とき。

・	新しい針に取り替えます。

・	針の平らな面を後側にして、一番奥ま

で挿入します。

・	布はていねいに両手でガイドします。

11

11

-

目飛びがする場合 ・	針が曲がっていたり、針先がつぶれ

ているとき。

・	正しい針が使われていないとき。

・	押えの圧力が弱すぎる。

・	新しい針に取り替えます。

・	家庭用針（130/705H）を使います。

・	押え圧調節つまみを右へ回し、押え圧

力を強くします。

11

11

22

縫い目の調子が悪い

場合

・	糸調子が不完全なとき。

・	糸が引っかかるとき。

・	糸が糸調子ダイヤルの皿の間にきちん

と入っているかどうか確認します。

・	糸通しが間違っていないかどうか確認

します。

12

13-19

縫い目（縫った物）

が伸びてしまって波

打っている場合

・	縫い中に布が引っ張られたとき。

・	押え圧が強すぎるとき。

・	差動調節つまみの目盛合わせが正し

くない。

・	縫い中に布をひっぱったりせずに丁寧

に布をガイドします。

・	押え圧を弱くします。

・	目盛を正しく合わせます。Ｎ～２

-

22

23, 24

縫い目（縫った物）

が縮んでしまってい

る場合

・	糸調子が強すぎるとき。

・	差動調節つまみの目盛合わせが正し

くない。

・	糸調子を弱くします。

・	目盛を正しく合わせます。0.7 ～Ｎ

21

23, 24

縫った後の布端が

カールする場合

・	糸調子が強すぎるとき。 ・	糸調子を弱くします。 21
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仕様表

縫い目 カバーステッチ :	 3 本針 4 本糸 : 針幅 5 mm

	 2 本針 3 本糸 : 針幅 5 mm

	 2 本針 3 本糸 : 針幅 2.5 mm

チェーンステッチ :	 1 本針 2 本糸

使用針 シュメッツ家庭用針 130x705H

かがり幅 カバーステッチ : 5 mm

縫い目の長さ 1 ～ 4 mm

差動送り比 0.7 ～ N（1）～ 2.0

押え上げ量 8 mm / 10 mm

押え カバーステッチ押え（同梱品）

チェーンステッチ押え（別売品）

はずみ車 反時計回りに回転

縫い速度 最大 1350 針 / 分

重量 ( 本体 ) 6.8 kg

ミシンの大きさ 奥行き 280 x 幅 335 x 高さ 285 mm

製品改良のため、本体の色・デザイン・仕様など予告なく変更することがありますので、ご了承ください。
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別売品のお求めは、お買い上げ販売店にご相談ください。

部品

1  布案内板：1 個

2  ガイド：1 個

3  取り付けネジ：2 個

1

2

3

4
6

7

5
8

必要なもの

カバーステッチ押え

用途

すそ引きガイドを使用すると、布端を一定の幅で折り返しながらカバー

ステッチをすることができます。

ニット、織布または薄地の布でも、抵抗なくガイドに入れこむことがで

きる布であれば使用することができます。

安全のために

付属品を使用する前に、オーバーロックミシンと付属の取扱説明書をよ

くお読みください。

組み立て

調節

➢	ガイド左（5） が左針と同じラインになるように位置を調節します。

➢	調節ネジ（6）を緩めることによって、ガイド右（7） を左右に動かし、

すそ引きの幅を調節できます。

	 調節範囲：15 ～ 23 mm

➢	布案内板（8）を、布の厚さに応じて、2 ～ 4 mm のすき間を開けて

ガイドに入れます。

➢	取り付けネジと調節ネジをしっかり締めます。

➢	布が抵抗なく自由に動くことを確認します。

準備

➢	4 本糸カバーステッチ、3 本糸カバーステッチ ( 幅広 )、3 本糸カバー

ステッチ ( 幅狭 ) いずれの場合も常に左針を使用します。

➢	ぬい目の長さを 3 ～ 4 にします。

➢	カバーステッチ押えを取り付けます。

手順

➢	折った布を、布端をガイド左に当てるようにして、ガイドに添って押

えの下に入れます。

➢	押えを下げ、手でガイドに沿って布を送りながら縫います。

➢	輪部を縫う場合、最初の縫い目がガイドに到達する前にミシンを停止

させます。

➢	ガイドから布を取り出し、何針か最初の縫い目の上に縫い付けされる

まで、手で布を案内します。

➢	押えを上げて、糸を取り除きます。

➢	必要に応じて、縫い目を確認してください。

カバーステッチ用すそ引きガイド

別売品

➢	補助ベッドの上に布案内板をのせます。（4）

➢	その上にガイドをのせます。

➢	2 つの部品を取り付けネジ（2 本）で固定します。
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後日のために記入しておいてください。

サービスを依頼されるときお役に立ちます。
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■アフターサービスと保証アフターサービスと保証

●このミシンには保証書がついています。

●保証書は、お買い上げのお店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、記載内容をご確認いただき、

　大切に保存してください。
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